







































































立てを改め、一般補助 2,203 億 7,900 万円（前年度




































































































































































































































































55 件、平成 23 年度は 66 件、平成 24 年度は 19 件、
平成25年度は46件、平成26年度は29件、一昨年
度は28件、昨年度は34件、今年度は65件（３月ま
での予定を含む）であった。ニーズは高く、問い合
わせ件数は多い状況であるが、予定等の理由でお断
りしなければならないことが多い状況である。 
Ⅴ．今後の課題 
筆者らが行っている教育・保育相談活動は、国の
科学技術基本計画において大学の役割の一つとして
挙げられている「社会貢献」の基幹となりうるもの
で、将来的には科研費をはじめとする大型の科学技
術予算などの獲得にも資するものである。今後、大
学のみの視点に限らず、地域における社会資源とし
てどのように活用されていくのか、学生への教育活
動との関係性も踏まえながら発展的に展開していく
環境が整えられることを期待する。 
付記 
本研究は岡崎女子大学・岡崎女子短期大学研究倫
理審査による承認を得て施行した（平成平 27 年度、
成28年度通知番号１）。 
また、特定団体との利益相反（Conflict of 
Interest：COI）はない。 
研究の分担については、計画、立案は共同担当、
本稿は、「Ⅰ．はじめに」の第１〜４パラグラフ（１
頁右段の「多岐にわたっている」まで）と第12パラ
グラフ（２頁左段の「筆者らが」から）は白垣が担
当、第５〜11パラグラフは梅下が担当、「Ⅱ．教育・
保育相談の担当者」は白垣が担当、「Ⅲ．内容」「Ⅳ．
実績」「Ⅴ．今後の課題」は研究会及び事例カンファ
レンスにおいて共同で導出し、論文のための文章化
は白垣が担当した。 
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